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１．村内公共交通                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．村内公共交通の利用状況等                    

■路線バスの年間利用者数は減少傾向にある。 

■65歳以上の方に着目すると、ほとんどバスを利用しないという方が大半を占める。 

■路線バスの総合的な満足度は 57％である。 

■路線バスが不満な理由は、「運行本数」「時刻表の設定」「運賃」が多く挙げられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．公共交通に関する問題点・課題                  

■住民アンケートの意見を踏まえた路線バスの改善が必要 

■人口減少により、路線バスの利用者数減少が懸念される 

■高齢者の移動手段の確保が必要 

■路線バスの利用促進策の推進及び運行の最適化が必要 

■やまびこ会有償運送と路線バスの相互利用の促進が必要  
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【村内の公共交通等】 

■民間路線バス（3系統） ■福祉・空白地有償運送（ふれあいやまびこ会） 

【バス路線図】 
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４．計画の位置づけ・計画期間                    

■計画の位置づけ：上位関連計画の目標実現に向けた地域公共交通のマスタープラン 

■計 画 区 域：東秩父村全域 

■計 画 期 間：令和 3（2021）年度～令和 10（2028）年度 

 

 

５．計画の基本的な方針と目標                       

 

■基本方針１ 利用者に合わせたサービスの提供  

・移動手段の確保が難しくなる村民が、日常の買い物や病院等への移動が不自由なくできる

公共交通の構築や通勤通学等で利用する方が、安全に利用できる公共交通を目指します。 

・初めて村内の路線バスを利用する来訪者でも不自由なく利用できるような環境整備を行

い、来訪者の増加に結び付けることを目指します。 

■基本方針２ 持続可能な公共交通体系の確立   

・運行継続の採算性のみならず、将来的な視点も含め、持続可能な公共交通を目指します。 

・やまびこ会有償運送と路線バスの相互補完により、村内全体の移動手段を確保します。 

■基本方針３ 利便性の向上と利用促進      

・交通事業者等と協働し、村民への利便性を図るとともに、利用促進策を進めることで、満

足度の向上を目指します。 

 

 

■目標１ 公共交通（路線バス）の利用者数減少幅の抑制 

成果指標：公共交通の利用者数 

トレンド推移 

2028年度（令和 10年度）※1 

目標値※2 

2028年度（令和 10年度） 

路線バス ：年間利用者数 62,636人 路線バス ：年間利用者数 68,466人 

※１：年度はバス事業年度（当年１０月から翌年９月） 

※２：新型コロナウイルス禍終息後の社会状況に応じて目標値は見直す可能性がある。 

 

 

■目標２ 公共交通の満足度の向上 

成果指標：村民アンケートの満足度 

現状値 

2020年度（令和２年度） 

目標値 

2028年度（令和 10年度） 

満足、やや満足 57.1％ 満足、やや満足 65％以上 

６．目標達成のための施策・事業                    

施策・事業 スケジュール 

利用者需要に合わせた 

利便性の確保 

【基本方針１】 

１）小学校スクールバスとしての運行 2021年度～：継続実施 

２）通勤・通学としての運行 
2021年度～2028年度：検討・検討結果

に応じて実施 ※適宜調整を検討 

３）停留所の環境整備 
2021年度～2028年度：検討・検討結果

に応じて実施 

４）観光客向けの臨時シャトルバスの運行 2021年度～：継続実施 

５）運賃制度の見直し 
2021年度～2028年度：検討・検討結果

に応じて実施 

新たなニーズへの対応 

【基本方針１】 

１）新規経路の延伸 
2021年度～2028年度：検討・周辺自治

体等との調整・検討結果に応じて実施 

２）観光客をターゲットにした新規顧客の開拓 2021年度～：継続実施 

路線バス 

【基本方針２】 
１）運転免許証返納者等交通弱者への対応 

2021年度～2028年度：検討・検討結果

に応じて補助制度導入 

やまびこ会 

【基本方針２】 
１）やまびこ会との連携 

2021年度～2028年度：検討・検討結果

に応じて実施 ※運営補助は継続実施 

バス利用環境の改善 

【基本方針３】 

 

１）ICカードの普及促進 2021年度～：継続実施 

２）バスターミナルの維持 2021年度～：継続実施 

バス認知度の向上 

【基本方針３】 

１）時刻表、案内図の掲示および周知 

2021年度：検討 

2022年度～2028年度：時刻表・案内図

の掲示 

２）村内イベント時における利用促進 2021年度～：継続実施 

 


